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5月に入りました。明日からは、大型連休となります。けがや事故に遭わないよう安全に楽しい連休にし

てほしいと思います。 

さて、５月は１学期の大イベント「運動会」を２１日（日）に予定しております。今年は、参会していた

だく方の制限がない運動会となります。多数のご参会をお待ちしております。 

応援団結団式を行いました！！ 

２４日（月）全校児童が運動場に集まり、「運動会 

応援団結団式」を行いました。全校児童が「赤」

「白」に分かれ、団長を中心に応援練習を行いま 

した。６年生の応援団が団長を中心にリーダーシッ 

プを発揮し３・３・７拍子などの振り付けを練習し 

ました。「赤」「白」ともに大きな掛け声が運動場に響 

き渡り、生っ子の運動会に対する思いが伝わってきま 

した。初めて参加する１年生もにこにこ笑顔で楽しん 

でいました。本番をお楽しみに！ 

家庭訪問お世話になりました。 

２５日（火）から家庭訪問を実施しました。まだ、今年度がスタートして３週間ですので、学校の様子は

十分に伝えることはできなかったのですが、お子様のご家庭での様子や保護者の方の思いをお聞きすること

ができました。今後は、お聞きしたことを十分に踏まえて指導に生かしていきます。また、学校でもお子様

に関する情報を担任からどんどん発信、連絡させていただきますので、今後も学校とご家庭で連携した指

導・支援を行い、お子様を育てていきましょう。ご多用の中のご対応ありがとうございました。 

新体力テスト 

家庭訪問で、担任が不在の午後の時間に、2年生から６年生までは

「新体力テスト」を実施しました。種目は「２０ｍシャトルラン」

「ソフトボール投げ」「長座体前屈」「握力」「立ち幅跳び」「上体起こ

し」「反復横跳び」の７種目です。各種目を担当するのは、専科・特

別支援学級担任・通級指導教室担当・養護教諭・教頭・家庭訪問の隙

間時間がある担任・事務職員（写真撮影）のチーム生月小です。生っ

子たちは、「説明をしっかり聞き」

「粘り強く最後まで」全力で取り

組むことができました。結果につ

いては、県や市の傾向等と併せて

後日お知らせします。 

 

夢いっぱいの生っ子 No.5 
元気いっぱい 笑顔いっぱい 



成績伸びた子 勉強法工夫 

４月２６日（水）「毎日小学生新聞」（発行所：毎日新聞東京本社）に「成績伸びた子 勉強法工夫」とい

う記事がありましたので、その記事を引用してお知らせします。（毎日新聞社許諾済） 

 

東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所が全国の小中高校生に、学習状況の変化などを聞いた

調査（２０２２年）の結果を発表しました。成績が伸びた子どもは、工夫を重ねて上手な勉強方法を身に着

ける傾向があることがわかりました。ベネッセの木村治生主席研究員は「自分で学ぶことの意味を見つけ、

目標を設けて、何を学ぶかを決め、自分から勉強するのが大事だ」と話しています。 

 調査は１５年から、同じ子どもたちを対象に実施しています。成績や学習意識についての質問は、小４以

上の８６００人に尋ね、２１年と２２年の回答を比べました。 

２１年に「上手な勉強のしかたがわからない」と答え２２年に「わかるようになった」子どもは、各教科

の偏差値（成績を表す値）が平均１.8ポイント以上アップしていました。逆に２１年の「わかる」から２２

年に「わからない」に変わった子どもは、偏差値が１.２ポイント下がっていました。勉強方法がわかると、

学習意欲も高まるといいます。「上手な勉強のしかた」が、２１年の「わからない」から２２年に「わか

る」になった子どものうち、３５％は学習意欲も増したそうです。 

他の解き方も考えて 

上手な勉強方法とは、どんなものでしょうか。「上手な勉強の仕方がわかる」と答えた子どもは、「遊ぶと

きは遊び、勉強するときは集中して勉強する」や、「テストで間違えた問題をやり直す」「何がわかっていな

いかを確かめながら勉強する」などをする割合が多い傾向にありました。木村さんは「３０分勉強して１０

分休むとか、自分に合ったやり方を考えていくと、中学、高校生になった時も役立ちます」とアドバイスし

ます。また、実際に問題を解く際は「他に解き方があるかを考えたり、出題者が何を問うているかを考えた

りするのがいい」とも話します。 

自分で勉強の計画を 

勉強の計画を立てるのも大事です、木村さんは「例えば苦手な算数を克服するという目標に向け、どうや

ったらできるようになるのかを考えて、計画してみたらどうでしょう。」と提案します。長期計画はもちろ

ん、今日はこの教材を使い、明日はあれ、といった短期の計画でもいいそうです。親は、子どもが自ら勉強

するように働きかける問いを投げかけます。「何をやる？」「どれくらいやる？」「いつやる？」などと聞い

て、子供ができるだけ自分で決めるようにすると良いと言います。 

 

学校教育目標「心豊かにたくましく、夢に向かって努力できる生っ子の育成」を家庭学習でも夢（目標）

をはっきりさせ、工夫しながらぜひ実践していただけたらと思います。きっと結果はついてくると信じてい

ます。 

 

大型連休期間の緊急連絡ついて 

明日３日（水）から５連休に入ります。連休中に大きな「病気」「けが」「事故」など緊急に学校へ知らせ

ることがありましたら、生月小緊急連絡メール ik itsuki .e@gmai l .comまでお知らせください。校長、

教頭でご対応いたします。 
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